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肝吸虫第二中間宿主の再検討

（1） オイカワへの肝吸虫cercaria の感染

鈴　 木 了　　 司　　　　 小　　 宮

国 立予防衛生研究所 寄生虫部

（昭和41 年3 月15 日受領）

肝吸虫の第二中間宿主は，yJヽ 林（1910 ）によ り，始 めて

淡 水産魚類であるこ とが報告 されて以来，現 在まで に71

種の魚類 が挙げられてお り（Komiya 　＆　Suzuki，　1964），

わが国で も4 科27 種 の魚類 がその 中間宿主 として 報告

され てい る．

し かし， これらの報告 の中には， 他 の種類 のmeta －cercaria

を肝吸虫metacercaria　 と誤認している と推定

される記載や，報 告された魚類が正しく同定されていな

い と推定される記載が存する．

一 方，肝吸虫の第二中間宿主として挙げられ てい る魚

類 の内に も， 同一水系で採集 されたものであっ ても，肝

吸虫metacercaria の感染が 多 く見ら れる種類 と， 少な

い種類 とがあ るこ ともまた周知 の事実 であ る．

かかる事実 から，適 切な肝吸虫中間宿主とい う概念に

つい て考 えるこ との必 要性 を感じ， 現在までに報告 され

てい るその第二中間宿主について再検討を行 うた めに，

各 種の 淡水魚類に 肝吸 虫cercaria を感染 せし め， その

後の形 態変化等の観察を行いつつあ る．

今回 はオ イカワ につい て 肝吸虫cercaria の 感染 実験

を行っ たの で，そ の成績 を報告 する．

肝吸虫 の濃厚 浸淫地 のオイカワにおける

肝吸虫metacercaria の調査

オイ カワ 乙に 。 がαりソ。is　（Temminck　et　Schlegel，1846

） は， 日本 各地に見出される極 めて普通のコイ科 の

淡水 魚であるが，小 林（1912 ）は始 めて肝吸 虫の第二 中間

宿主 として 淡 水魚12 種を報告した際， オイカワ とカワ

ムッ （Zacco 　temminckii）に は肝吸 虫metacercaria を認

めるこ とが出来 なかっ たこ とを述 べ，1）こ れらの魚類は

比較的清潔な水流 の早い流 れに棲むため， 第一 中間宿主

はい うまでもなくこの中にあるcercaria に 接触する機

義　 孝

会が少ないためか，2）あるい は魚の種類により肝吸虫cercaria

が魚体内に侵入するのに難易があったり， ま

た，その発育に適，不適があったりするために，肝吸虫metacercaria

の寄生が極めて稀であろうと推定してい

る．

その後，多くの研究者により，日本各地，韓国，台湾

等において肝吸虫の第二中間宿主が報告されたが，オイ

カワからは武藤（1917）が滋賀県琵琶湖において最初に肝

吸虫metacercariaを認めたと報告した．

さらに三好（1948）は，広島県片山地方においてオイカ

ワ30 尾中9 尾（30％）に肝吸虫metacercariaを見出し

た．また，坂口（1956）は福岡県遠賀川において14 尾中3

尾（1 尾当りの肝吸虫metacercaria数は3 匹）に認め，

林ら（1957）も長野県諏訪湖産のオイカワにその感染を認

めたとしている．

一方，田（1962）は韓国においてオイカワ100 尾中40

尾に，金（1964）は台湾において21 尾中のすべてに肝吸

虫metacercariaを認めたと報告している．

これらの報告の内には，果して肝吸虫metacercariaで

あったか否か疑問の存する記載のものもあるが，いずれ

の検査成績において払 オイカワの肝吸虫metacercaria

感染数は，モツゴ ハ回心肥沾θ7夂z芦・r回 のそれに比し

て著しく少ないこともその特徴の一であった．

一方，泉（1935）は兵庫県西宮市において，岡部（1938）

は福岡県の3 ヵ所で，モツゴその他の魚類に肝吸虫me －tacercaria

を見出したが，オイカワには 認められなかっ

たと報告している．

その後，小宮ら（1949）は群馬県邑楽郡の3 ヵ所におい

て，金光ら（1953）は広島県下の6 ヵ所において，酒井

（1953）は滋賀県琵琶湖において，大鶴ら（1963）は新潟県

本研究 の実施 に当 り， 文部省科学研究費の補助 を受けたこ とを記し，謝 意を表する．
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下の3 惱 所 におい て， それぞれ各種淡水魚 のmetacerca －ria

の寄生状況 をし らべたところ， モツゴ等には肝吸 虫metacercaria

の高 率な感染を認 めたが，オイカワに は全

く見出すこ とが出来なかっ たと報告し てい る．

著者らも 自然 界におけ るオイ カワの肝 吸虫metacer －caria

の感 染の有無 をしらべるた めに，そ の濃厚 感染 地と

して知 られ てい る秋 田県 山本 郡浅 内沼お よび埼玉県北埼

玉郡北川辺村仕出沼産 のオイ カワを調査した．

そ の結果 は第1 表 に示 す通りで， 秋田県浅内沼産のモ

1

第1 表　濃厚浸淫地におけるオイカワの

肝吸虫metacercaria感染状況

秋田県山本郡浅内沼　　　　　1963年9 月調査

調 査 魚 名

モ　 ツ　 ゴ

Pseud ・・rasbora 　parva

ヒ　 ガ イSarcocheili －

臨X ／り・s　I・aパgaX 。s

オ イ カ ワ

Z αご・co　pla りソ）・x5

調査数 感染数 謡tここごご 玉

5

1

20

5

1

0

29．439

．0

2－1　埼玉県北埼玉郡仕出沼　　1962 年10 月調査

調 査1 名　　調査数Sl 数
しを五？

、九
回 宍

モ　ツ　ゴ

丑忽tdorasbo 忽 力α穴卮
タ モ ロ コ

G 。aZ力砂・gon 　elongat心

オ イ カ ワ

Zacc りZ ）阯ぴ 戸心

－2　　 μ

モ　ツ　ゴ
Pseudorasbora 　parva
タモ ロコ
Gnathopogoi・　elongcitu夕
オイカ ワ

Zacco がaり芦（S

25

16

12

5

4

2

19

16

0

5

4

0

16．431

．4

1963年9 月調査104

．2

19．0

ツゴ5 尾 のすべ てに平均30 匹の肝 吸虫metacercaria が

見られ たが，オイ カワ20 尾に は全 く見られなかっ た．

ま た，埼 玉県仕 出沼 では，　1962 年 にはモツゴ25 尾中19

尾， タモロコ16 尾のすべてに，　1963 年にはモツゴ5

尾お よびタモロコ4 尾のいずれにも肝吸 虫metacercaria

が見 出されたが， オイカワには両年共全 くそ れを見出す

ことが出来なかっ た．

こ のこ とは， オイカワに は 肝吸 虫metacercaria の自

然感染がた とえあっ た として も極 めて少 ない ことを示 す

ものであろ う．

オイカワへの肝吸虫cercaria の感染実験

1． 実 験材料と感 染方法

実験 に用い たオイ カワとモツゴは多摩川上流 （立川 市

日野橋附近） において採集したもので （体長 はい ずれも7

～10　cm）， 実験に先立っ て 寄生metacercaria をし ら

べたところ， 前者にPseitdexorchis 　major のmetacer －caria

が1 尾 当り数匹 見出されたが， 肝 吸虫metacerca －ria

は全く認 められなかっ た．註）

肝吸虫cercaria については，埼玉県 北川 辺村仕出沼産

のマメタニシを採集後，　cercariaの溶出試験を行ない，

肝吸 虫cercaria が多数溶出してい た貝をえらび出した．

感染方法 は， オイ カワ16 尾 と モツゴ4 尾を同一水槽

（高さ30　cm，　底面積60 ×30　cm）に飼育し， 別に小 さな

サランの網 に 肝吸虫cercaria を 溶出しつつ あ るマメタ

ニシ5 個を入れ，水 槽に吊すことによって行 なわれた．48

時 間後にマメタニシを取 り出すと共に，オイ カワお

よびモツゴを 各1 尾検査し て， 肝 吸虫cercaria が魚 体

内に侵 入したことを確 めた後，残 りの オイ カワとモツゴ

をそのまま室温で飼育した．

以 後， オイカワは 約10 日間隔で1 尾 宛検査 したが，

後半は約3 週間隔で検査した．但し，飼育途 中で実験魚

が死んだ場合には，その 個体を以 て代 用した．

筋肉中の肝吸虫metacercaria の検査は，全 筋肉の少量

づっを2 枚 のslide　glass　中にはさんで圧平し，実態顕微

鏡下でその有無をし らべ，必 要に応 じてそのmetacercaria

を取 り出して強拡大で その形 態を観察した．

2． 成績

感染後にし らべたオイ カワとモツゴから見出 された肝

吸虫metacercaria 数 と そ の形態につい ては， 以下 口を

追っ て記載す る（第2 表）．

1）感染終了直 後にし らべたオイカワ（Z－N0．1） とモ

ツゴ（P－No．　1）

極 めて幼 若な 肝吸 虫metacercaria が， オイカワおよ

び モツゴ各1 尾より， それぞれ28 匹，52 匹見出され，

マメタニシから 溶出した 肝吸虫cercaria が オイカワに

も， モツゴにも確実に侵入し，筋 肉内で被賚を形成した

こ とが確認 された．

2）感染後12 日のオイ カワ（Z－N0．2）

感染終了 後12 日目に オイ カワ1 尾 の筋肉を 検査し た

（216 ）

註　実験に用いたオイカワ16 尾から， その後2 匹のG

疳Γocest心 心丿麗心 のmetacercaria の自然感

染が認められた．
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第2 表　 オイカワ体内 の肝吸 虫metacercaria

（各観察 日のオイカ ワ検査 尾数は原則的に1 尾）

観察日　 魚の番号　　 蓉宵袁

1964 ，　6 ，　267

，　77

，　157

，　257

，　287

，　298

，58

，　178

，　208

，　249

，39

，　2010

，810

，　2910

，3112

，　412

，　151965

，　1 ，　191

，　23

Z，　P－No．　1Z
－NO。2

Z
－No．　3

Z
－No．　4
Z－No．　5

Z－No
．　6

Z
－No．　7

Z
－No．　8
Z－No．　9
P－No．　2
Z－No．10
Z－No．　11
Z－No．　12

Z－No
．　13

P－No．　3
P－No．　4

Z－No
．14

Z－No．15
Z－No．　16

1

12

20

30

33

34

41

53

56

60

70

87

105
126
128

164
173
208
212

こ の

Z．回心が）11夕
一一

被嚢中 で運動 被嚢 中で運動が認
の認 められた められな かっ た
metacercaria　　metacercaria

（変性 したもの）

28
101
43
5
1

113＊47141

＊

－

0

0

0

63

55

6

11

35

16

－

2

3

0

0

19
22
45
44

一

一

0

0

0

一

一
83
77

133

metacercaria の 一 部 は 終 宿主 へ の感 染 実 験 に 用 い た ．

ところ101 匹の幼若肝吸 虫metacercaria が見出された．

これらのmetacercaria は い ずれも眼点が 明瞭であ り，

囗吸盤の 存在は 認 めら れたが， 腹 吸盤は 未だ明らかで

はない． 排泄 顆粒は30 ～60 個を かぞえることが出来た

が，排泄嚢を充 たす には至 らない．

3）感染 後20 日のオイカワ（Z－N0．3）

感染終了 後20 日目の オイ カワ1 尾 より， 発育 正常 と

考えられ る43 匹 の肝吸 虫metacercaria を得 た． すなわ

ち， これらの肝吸虫metacercaria は， 囗吸 盤， 腹吸盤

共 に大きさは等しい が，未 だ充分に発育 はし てい ない．

排 泄嚢中の 排泄顆粒は30 個内外 がかぞ えられた． 腸管

中には不定形の透明物質が見られた．

4）感染後30 日のオイカワ（Z－N0．4）

被嚢内で活発に運動し，形態的に は成熟し てい ると考

えられる 肝吸虫metacercaria が2 匹と， 被嚢内 で運 動

はしているが，両吸盤ともに未発達 で，排泄 顆粒 数個の

未成熟な肝吸虫metacercaria　3 匹 が見出さ れた．

一方， 吸盤の発育 の程度， 排泄 顆粒 の 数等 から 成 熟

してい る と 考えられ るが， 正常 な肝吸 虫metacercaria

に比して， 黄褐色の色素が体全般に濃 く分布し て不透 明

な変性像を示した63 匹 の肝吸 虫metacercaria が同時に

見出された． これらの傴体は被嚢内で全 く運動 を示 さな

かっ た．

八 戸αΓva

被嚢中で運動 被嚢中 で運動が認

が認 められた められなかっ た

metacercaria　　metacercaria
（変性し たもの）

52
一
一
一
一

0

一
一
一
一

一
一
一
－n4
＊

一
一
一

一
一
一
一
一

一
一
一

－
12

36

－

－
22

18

－
－

－

一

一
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5） 感染後33 日のオイカワ（Z－N0．5）

感染後30 囗のオイカワから， 黄褐色色素が顕著で，

且被嚢内で運動の見られない 肝吸虫metacercariaが多

く見出されたことから，つづいてオイカワ1 尾を検査

した．

このオイカワから仏　感染後30 日目のオイカワから

得られたと同様に黄褐色の色素が体全般に分布し，不透

明で，且被嚢内で全く運動の見られない肝吸虫変性me －tacercaria

が55 匹と，形態的にはほぼ成熟し，被嚢内

で活発に運動を行なっている個体1 匹が得られた．

6）感染後34 日のオイカワ（Z－N0．6）

感染後30 日，33 日目に検査したオイカワから，被嚢

内でmetacercariaが全く動かず， 変性していると判定

された肝吸虫metacercaria を多数見出したので，更に34

日目にもオイカワ1 尾を検査に供した．

こ のオイカワからは，被嚢内で活発に運動を行なって

いる肝吸虫metacercariaが113 匹得られた．これらは

形態的に成熟していると考えられた．

一方， その大きさは正常な成熟metacercariaとほぽ

変らないが，その被嚢壁が極めて薄く，中にはその壁の

一部が皺状と なっている肝吸虫変性metacercariaが6

匹見出された．このmetacercariaは，感染後30 日，33

日目に見出された肝吸虫metacercaria同様に， 瀰漫的
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な塊状 の色素 がmetacercaria 全 体に 認 められ， 体内全

般 が強 く黄 褐色を帯 びてお り， 検鏡時に全く運動 を認 め

な かっ た．

7）感染 後41 日のオイカワ（Z－N0．7）

こ のオイ カワには 肝吸虫metacercaria の 感染数は少

な く，15 匹が得 られたのみであっ た．この内，4 匹は正

常 な成 熟metacercaria と考えられたが， 他の11 匹は被

嗇 内で運 動が見られず， 塊状 の黄褐色色素 が体全般に分

布し てい る変性 像を示 し， 弱拡大で鏡検した場合には全

体 が濃い 褐色を帯 びてい るのが観察された．

8） 感染 後53 日のオイカワ（Z－N0．8）

肝吸 虫metacercaria は42 匹認 められ た．こ の内，被

嚢 内で運動を 行なっ てい る 成熟metacercaria は7 匹で

あっ た． 残りの35 匹は，囗・腹吸盤お よび排泄嚢 の存 在

が 認められて 明らかに 肝吸虫metacercaria と い うこ

とが分るが， その 被嚢の 形は不整形であ り， そ の中のmetacercaria

は全 く運 動がみられず， 死 と判定され るも

のであっ た （第1 図）．

9） 感染後56 囗のオイ カワ（Z－N0．9）

被嚢内で運動を 行 なっ てい た 肝 吸虫metacercaria は141

匹見出された． 一方，そ の運動 が全 く認 められない

個 体は16 匹 であっ た． 前者 の被嚢 の 大 きさは157 ．3×166

．3μ（10 匹 の測定値平 均）であるのに反し， 後者のそ

れは82 ．0×99 ．4μ（10 匹 の測定値平均） で吋ヽ さく， その

被嚢壁は うす く，中 には被嚢 自体の認 めにくい 個体も存

W

在していた． また 色素顆粒は 正常 のmetacercaria のそ

れと相違 して大きく， 塊状となっ て体全 体に 瀰漫的 に分

布 し， ためにmetacercaria は全体的に 濃い褐 色を 帯び

るに至っ て い る． 囗・腹吸盤を 確認し得 ない 個体もあ

っ た． また排 泄嚢は収縮し，中に排泄顆粒 が密集 した状

態 で存在した． これらmetacercaria は， そ の変性 状態

が著 しく， すべて死んでいるも のと判定 された．

このように形態的に著しい変性 を起し てい ると考えら

れる個体が30 日以降にし らべた オイ カワから 認 められ

た訳 であるが， 上記の運動が認 められ る141 匹の肝吸虫metacercaria

の内にも， 被嚢 が不整形で あっ たり， 塊状

の色素が体全般に分布し て虫体 が不 透明な個体が存在し

ており， 明らかに変性しつつあ るものも認 められた （写

真2 ，　3）．

10） 感染60 日のモツゴ（P－No．　2　）

対 照のモツゴ1 尾 を検査した ところ，見出 された114

匹 の肝吸虫metacercaria は すべて被嚢内で 運動 してい

ることが認められ，その ほ とんど が正常 な成熟metace －rcaria

と考えられた（写真4 ）．但し，この内2 匹 のみは，

被嚢 の大きさ がそれぞ れ75 ．5×85 ．7μ，　23．0×240 μ と

著しく小さ く， 排泄嚢は 体末端に 楕円形 をなして 収縮

した状態で存在していた．そ の口吸盤は15 ．4×14 ．1μ，11

．5×7 ．7μ であり， 眼点 を有し，塊状 の色素 が分布 し

てい るの が観察 された． この2 匹のmetacercaria は眼

点 の存す るこ とから，比較的 発育の初期に変性 をおこし

たも のと推察 された（第2 図）．

11）感染後70 日のオイ カワ（Z－N0．10）

21 匹 の肝吸虫metacercaria が見出 された

が， 被嚢内で運動が認 められ，生 と判定 され

たmetacercaria は2 匹 のみであっ た，・し か

し， こ の2 匹も図にみら れるように（第3 図）

その外形は不整形で被嚢壁 の厚 さが一 様でな

く， 膨化し たような状態で観 察され，変 性し

つつあ るものと推定 された．

残 り19 匹 のmetacercaria は， 今まで観察

されたものと同じ く， 黄褐色の塊状 の色素が

全身 に分布し， 被嚢の大きさは72 ．8×98 ．2μ

（8 匹 の測定 値平 均） で正常なmetacercaria

に 比し て小 さく，且，その形は不整であっ た．

被嚢壁 はうすく，壁 と体の間には隙間 が存す

るものも観 察された． 排泄嚢は球状に収縮し

て体末端 部にあ り， その中には排泄顆粒 が密

vs

第1 図　53 日目にし らべたオイカワ（Z－No．　9） から得た肝吸虫metacercaria

．運動は見ら れない． 被嚢不整， 被嚢 壁と虫体内に隙

間があ り，黄褐色 の色素は塊 状となっ て分布する．

（218 ）



OS

W

第2［頭　60日日のモツゴ（P－No．　2）から見出さ

れたmetacercaria ，被嚢 中で運動が認められた

が， 排泄嚢 はや や収縮し， 体内の色素顆粒は塊

状とし て認められ， また， 被嚢壁と虫体問に隙

間があり，変性し つつあると判定された．

10尸

第3 図　70日日のオイカワ（Z－No．　10）か

ら得られたmetacercaria，形はやや不整で

あり， 被嚢壁は皺状であったが，　metace－rcana

に運動が認められ， 生と判定され

た．

vs

に存在した． 囗・腹吸盤 の判然 とし ない 個体も存 在し，

総じてそ の変性度は著し く進行し た状態 にあっ た．こ れ

らのraetacercaria は被嚢内では全く動かず， す でに死

滅しているも のと判定された （写真5 ，　6 ）．

12）感染後87 日のオイ カワ（Z－No．　11）

感染 後87 日目にし らべた オイ カワ から は，25 匹 の肝

吸虫metacercaria が見出 されたが， こ の内， 被嚢内で

運動が 認 められ， 生 と判定 されたmetacercaria は，蓖

かに3 匹で あっ た．他の22 匹は，そ の被嚢 の 大 きさは

（219 ）
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53 ．4×70 ．1μ（16 匹 の測定値平均）と正常 の成熟metacer －caria

の約1／2の大き さ（最少 のものは28 ．2×39 ．7μ）で，

肝吸 虫metacercaria であ るか 否か の判定 に 困難 な個体

もあっ た． すなわち，形は不整形で， 囗吸 盤は辛じ て観

察し得 るものもあっ たが，腹吸盤はほ とんどの個体で認

められない．排 泄顆粒は体 の一部に小 さく固まっ て存在

し てい るが， その数も少なく，また，全 くそれを欠 くも

のも存 在し た． 瀰漫的な塊状の黄褐色 の色素が体全 部に

分布し，著しい 変性像を示してい た．勿 論，　metacercaria

に運動 は 認 められず， すでに 死滅せ るものと 判定 した

（写真7 ，　8 ，　9 ，　10）．

13）感 染後105 日のオイ カワ（Z－No．　12）

45 匹 の肝吸 虫metacercaria が見出された． これらは

す べて著しい 変性像を示してい た．す なわち， その被嚢

の大 きさ は16 匹 の 測定値平均 で70 ．4×90 ．4μ が 成熟metacercaria

より小 さく，また被嚢は不整形 で， 判然 と

被嚢壁 の観 察されない個体も存した．被嚢 壁と虫体間に

は隙 間が見られ， 瀰漫的な塊状の色素が 体中に分布し，

ほぼ全身 が黄 褐色を帯びる． ほとん ど大部 分の個体は排

泄 顆粒を認め得たが，そ の数は成熟metacercaria の1／2～1

／3に過 ぎず，し かも，一隅に密に固まっ て存 在し てい た．

運動 はすべてのmetacercaria に見られず， また， 上記

の形態的変化 から考え，これらは死滅し てい るものと判

定し た（写真11 ，　12，　13，　14，　15）．

14） 感染 後126 日のオイ カワ（Z－No．　13）

感染 後126 日目のオイカ ワにおい ても，運動 が認 めら

れた肝吸 虫metacercaria は全く存在しな かっ た．

見出 された44 匹のそれは排泄顆粒がそ の一 隅に存し，

囗吸盤 が みられて 肝吸虫のmetacercaria と判 定し うる

も のも少数はあっ たが， そのほとん どの ものは 体内の黄

褐色 の色 素の存在に よって，辛 うじて肝吸 虫metacercaria

の変性し たものと判定されるものであっ た．こ れらの被

嚢 の大 きさは，　56．3×80 ．0μ（17 匹 の測定値平均） で正

常成熟metacercaria の約1／2であっ た（写真16 ，　17，18

）．

15）感染 後128 日のモ ツゴ（P －No．　3）

見出 された34 匹の肝吸虫metacercaria の内， 正常 な

成熟metacercaria は12 匹であ り，他 の22 匹は運動 を認

めるこ とが出来 なかっ た． 前者 の被嚢 の大 きさは110 ．8

×131 ．8μ（10 匹 の 測定値平 均） であ り， 後者 のそれは90

．4×115 ．9μ（10 匹 の測定値平均） で 後者はや・・ 小 さ

いレ 後者 の大部 分は体の一隅に排 泄顆粒が固 まっ た状態
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で存在し，瀰漫的な塊状の色素は，主として体後半部に

分布する．腹吸盤は認めにくいものもあったが，口吸盤

はほとんどの個体において認めた．

16）感染後162 日のモッゴ（P－N0．4）

被嚢内で運動を示した36 匹のmetacercaria の内に

は，被嚢壁は不整で，中の虫体が不整に屈曲しているも

のもあった．これらの排泄嚢は後端に収縮して存在し，

排泄顆粒が密に充満する．塊状の色素が全身に分布する

のを認めた．

一方， 被嚢内において運動を示さない肝吸虫meta －cercaria

は18 匹見出されたが， その被嚢の大きさは106

．8×128．9μ（8 匹の測定値平均）で，排泄顆粒は密

集して，体の一端に小さくかたまって存在した．個体に

よっては排泄顆粒が認められないものもあった．これら

めものにあっては口吸盤は見出し得ても，腹吸盤はほと

んどの傴体で認めなかった．

17）感染後173 日のオイカワ（Z－No．　14）

このオイカワからも運動を示す生metacercariaは全

く認められず，得られた83 匹のそれはすべてその形態

が変性し，運動の全く認められない肝吸虫metacercaria

のみであった．これらの内には，排泄顆粒，口・腹吸盤

の存在から，直ちに肝吸虫metacercariaと判定しうる

ものもあったが，大部分はその内容が不明瞭で，肝吸虫metacercaria

の変性したものとは同定が極めて困難な形

態を有していた．

しかし，虫体内に塊状の色素が分布していることおよ

び実験に 用いた オイカワにはPseudexorchis 　major が

数匹 のみ自然感染してい るこ とを考え る時，こ れらは肝

吸虫metacercaria が 変性 したものと 推定せ ざるを 得な

かっ た （P．　major のmetacercaria は， その大きさ，

色， 体表 のspine 等からその変性 像が確認 され， 肝 吸

虫metacercaria とは区別が可能であった．） その大きさ

は63 ．9×81 ．9μ（15 匹の測定値平均）で，最少の も のは25

．2×43 ．2μ，　36．0×36 ．0μ で 非常にノ」ヽさい（写真19 ，20

，　21，　22，　23）．

18）感染後208 日のオイ カワ（Z－No．　15）

178 日目に 検査し たオイ カワの場 合と 同様に，著しく

変性した肝吸 虫metacercaria のみ が77 匹見出され た．

そ の大きさは54 ．0×69 ．4μ（15 匹 の測定値平均） で一層

小 さく， これら が肝吸虫のmetacercaria の変性 した も

のとする こ とに困難 な 場 合も あっ た． （写真24 ，　25，26

）

19）感 染後212 日のオイカワ（Z－No．　16）

こ のオイカワか らも 変性した 肝吸虫metacercaria が133

匹 認められた． この内，8 匹は被嚢 も大 きく， 口・

腹吸盤および 排泄顆粒の 存在から 容易に肝吸 虫meta －cercaria

と判定し得たが，残 り125 匹はそ の内容 が不 明

瞭で肝吸虫の変性像 と判定す るこ とが極 めて困難 な形態

を有していた．

終宿主への感染試験

肝吸虫cercariaを実験感染した後，34日，56 日目の

オイカワ（Z－No．　6，　9）と60 日目のモツゴ（P－No．　2）か

写真1 ，　2，　4 のmetacercaria のみ，

図 はすべて同一縮 尺

1 。2

．3

．

4。5

．6

．7

．8

．

写　 真　 説　 明

被嚢内 で運動 が認 められたが， 他はすべて運動が認 められ なt・

埼玉県 仕出沼 産のモツゴに自然感染してい た成熱肝吸 虫metacercaria

56 日日のオイカワから得た被嚢不整形 のmetacercaria． 被嚢内で運動 が認 めら れた．

56日目のオイカワから得た変性しつつある と考 えられるmetacercaria ． 運動 は全く認められない

被嚢 壁と虫体間に隙間があり， 黄褐色 色素が塊状 として認 めら れる．

60日目のモツゴから得た正常 と考えら れるmetacercaria

70 日日のオイカワから得た変性metacercaria ．腹吸盤は確認出来 ない．色素 は塊状に 分布

70日日の オイカワから得た変性metacercaria

87日日87

日口

9．　87日目10

．　87日目

江　105 日日12

．　105日目

μ

μ

μ

μ

／／

μ

記 号 説 明　E ： 眼 点，EC ： 排 泄 顆 粒，

μ　　　　　色 素は全 体に分布 する． 内容不明

μ　　　　　　凵，腹吸 盤確認， 色素は連続状に分布， 被嚢壁 と虫体

間に隙間 があ る．

／／　　　　　色 素が全 体に分布する． 内容不明

／／　　　　　　囗吸盤 のみ確認，排 泄顆粒が体末端に存在

／／　　　　　排泄顆 粒が存 在する． 被嚢壁と虫体間に隙間がある

μ　　　　　排泄顆粒 がみられる．

EV ： 排泄嚢粒，0S ： 囗吸盤，PH ： 咽頭，VS ： 腹吸盤，丶V： 被嚢壁

（，220）
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ち得た正常と 思われる成熟肝吸 虫metacercaria を家兎

に 試食せしめた． すなわち，34 日目のオイ カワ より90

匹 を 取 り出し50 匹 と40 匹に分けて2 羽 に 投与，56 日

目の オイカワと60 日目の モツゴから そ れ ぞ れ50 匹 のmetacercaria

を取り出して2 羽に投与し た．投与方法 は

カプセルに入れて家兎 の食道内に強制的に挿入し た．

これらの家兎は，試食後約4 ヵ月 目に解剖 されたが，

そ れぞれ12 匹，1匹，10 匹，25 匹 の肝吸 虫成虫を得た．

この成虫の形態は鏡検によ り正常 なものと判定 され， 実

験 感染で得られた オイカワ体内 の肝吸虫metacercaria

も正常に発育した ものは成 虫に なるこ とを確認し た．

考　按

1． 肝吸 虫cercaria のオイカ ワへ の侵 入とそ の変性

オイカワが肝吸虫の第二中間宿主 になりうるか否かに

つい ては，小林（1910 ）の肝吸虫 第二中間 宿主 の発見以

来， 多くの疑問が存在していた が，以上 の著 者らの実験

で は肝吸虫cercaria は第2 表に見ら れるよ うに オイ カ

ワへ極 めて容易に侵入するこ とが明らかとなっ た．

しかし，オイカ ワ へ侵入した 肝吸虫cercaria は，筋

肉 内で被嚢を形成して 発育 を開始す るが， 感染 後30 日

目にしらべたオイカ ワからは被嚢内で運動 を認 め得なか

っ た肝吸虫metacercaria が見出されている． また，33

日後のオイカワからは形態的に変性し て，且運動 の認め

られないものが存在した．

感染日数の経過 と共にこれら のも のの変性 度は，一般1

に 著しく なり， 辛 うじ て 肝吸虫metacercaria と判定し

うるような変性した個体が多く見られ た．

このことから， オイカワに あっ ては 侵入し た 肝吸虫metacercaria

は30 日前後から， その形態に 変性 を来 た

す と共にその運動を停止し，約100 日後では大半 の肝吸

35

虫metacereariaが死滅に至るものと考えられる．

田（1964）はコイ，フナに侵入した 肝吸虫cercana が

侵入の途中で崩壊するとした．また表皮に侵入した1 ～2

の例においては20 ～30日後でも成熟metacercariaの

形成を認めることが出来なかったとし，これらは体壁表

而の粘液物質が殺虫作用をするためと報告しているが，

一旦はオイカワ体中で被嚢した肝吸虫metacercariaが

時日の経過と共に変性死滅に至ることは，恐らくはオイ

カワの側の肝吸虫metacercariaに対する防衛反応が，

これに対する抵抗力より強大であったためと解釈するこ

とが出来よう．

この意味からすれば，オイカワの筋肉内は肝吸虫me －tacercaria

にとって必ずしも好適な環境とは云い難い．

換言すれば，オイカワは肝吸虫の適切な第二中間宿主で

はないといえよう．

一方，著者らは代表的な肝吸虫第二中間宿主とされて

いるモツゴにおいても，感染後128 日では見出された肝

吸虫metacercariaの2／3に，　162日ではその1／3に運動を

停止し形態に異常を認めた個体を見出した．同時期にし

らべたオイカワと比較して，モツゴにおけるこれら肝吸

虫変性metacercariaの出現比率は少なく， その形態の

変化の程度も少いようであるが，モツゴにおいても，オ

イカワと同様に宿主側の肝吸虫metacercariaに対する

防衛反応が少なからず存在すると考えるべきであろう．

かような事実を考慮する時，　cercariaが侵入し得るか

否かがその宿主が中間宿主となりうるか否かの最初の条

件であることはいうまでもないが，　cercariaが侵入し

てから一定時間後のmetacercaria 総数に対する成熟metacercaria

の数の比率，もしくは死滅metacercaria数

の比率がその寄生虫のその宿主に対する適，不適の程度

を真に表示するものといえよう．その意味で，オイカワ
－

13 ．　105 口 目 の オイ カ ワ か ら得 た 変性metacercaria ． 囗， 腹 吸盤 ， 排 泄 顆 粒 が 存 在

14．　105日目15

．　105日日16

．　126日目17

．　126日目

工8．　126日目19

．　173口目20

．　173日目

：21．　173日日

22 ．23

．24

．25

．26

．

173 日目173

日目208

日目208

日目208

日目

μ

／／

μ

μ

／／

／／

μ

μ

μ

μ

／／

μ

μ

／ノ

／／

μ

／／

μ

／／

μ

μ

μ

μ

μ

μ

μ

排泄顆粒 のみ確認

囗吸盤存在．排泄顆 粒が体の一 部に存在

排泄顆粒らしい ものが存 在するが内容不明

全体黄褐色， 内容不明

赤褐色， 排泄 顆粒 存在

腹吸盤， 排泄 顆粒存 在

茶褐色， 内容不明

129 ．6×216 ．0μ で極 めて大， 凵，腹吸盤，排泄顆粒

存在， 被嚢 壁と虫体間に隙問がある

口吸盤らしきもの存在 するが内容 不明

排泄顆粒らし きも の存 在するが内容不明

赤褐色， 内容不明

赤褐色， 内容不明

排泄顆 粒存在

（223 ）
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とモツゴでは，オイ カワの方 が肝吸 虫の第二 中間宿主と

しては，よ り不適 とい わざるを得 ない．

2． 変性像 の検討

オイカ ワ内 の 肝吸虫metacercaria の変性 過程 に関し

ては，今 後の研究に俟っこ とが多い が，著者 らの観察に

よると，その変性過程 としては，第1 に 虫体内に分布す

る色素顆粒 の形態お よび分布 の変化 が重 要視される．

正常な肝吸虫metacercaria にあっ ては，こ の色素顆粒

は微細ではあるが，強拡大で見 る時は，その顆粒が個々に

区 別されて認 められ，体内に広 く点 在し てい るが，　metac－ercaria

の被嚢お よび そ の壁，排 胆嚢 その他内部構造 に

異常が認 められた場合には，同時 にこ の色素顆粒は個々

の顆粒状 としては認 めら れず， 瀰漫的 な大きな塊 状とし

て認 められるに至 る．　metacercaria の各部 の変性 が進む

にっ れてこ の塊状 の色素はそ め大 きさを増し，遂 にはそ

れらが連続して，体全部 が黄褐色 を帯 びるに至 る．本実験

において 乱 感染後著し く時 日を経過し たものの肝吸虫metacercaria

は全体が黄褐色ないし 赤褐色に着色し，内

部構造の全く不明 の個 体が見 られたこ とは既に記した．

第2 に，被嚢壁 と被嚢 の大 きさの変化 が，変性の一つの

著しい特徴 として挙げら れる．被嚢壁 は個体によっ ては

極めて うすく，皺状に なっ たものが見られた． また時日

の経過と共に被嚢 の形は不整形 となり， しかもその直径

は小さく なり，著者ら の実験 の最終 日（感染後212 日）

のオイカ ワから得 た 肝吸 虫metacercaria は， 正 常な成

熟metacercaria の約1／3にまで縮小し てい た． 被嚢が不

整形になるに伴い被嚢壁 と虫体間にかなりの隙間が見ら

れたもの もあ る．

第3 に，時 日の経 過と共に排泄嚢 が収縮してゆき， 体

の一隅に排泄 顆粒 を擁し て固 まっ た形状 になることが注

目される．ま た，そ の排泄嚢壁 は認 め難 くなり， 内部の

顆粒数 も少 なくなり，こ れはや がて消失 してしま う． し

かし，こ の排泄顆粒 の存 在は色素 顆粒と共 に，変性した

肝吸 虫metacercaria の確認に役立 ちうる．

囗吸盤は比較的 後期まで観 察された個体もあるが， 腹

吸盤は，被嚢 の縮小， 体全体 が黄 褐色を帯 びること等に

より， 感染後 比較的 早い時 期に認 めがたくなることが多V

．ヽ

かくの如く，オイ カワ体内における肝吸虫metacer －caria

は， 時日の経過と共に変性を起す訳 であ るが， 本

実験においては，感染 後30 ，　33，　41，　53日目にしらべた

オイカ ワでは， 肝 吸虫metacercaria の 大半が変性し，

そ の運動 が認 めら れなかっ たが， 一方，　34，　56日目のオ

イカワではその大半が，なお活発な運動を示していた．

また，感染後87 日目のオイカワからは，それが肝吸

虫metacercariaであるか否か判定困難な変性像が見ら

れたが，　105日目のオイカワからは，両吸盤，排泄嚢の

存在など，変性はしているが 肝吸虫metacercariaの諸

特徴を備えている個体も見出され，変性の度合が時日の

経過と必ずしも一致しない場合が認められた．かかる事

実はあるいは宿主であるオイカワ側においてもその防衛

反応に個体差があるのではないかということを示唆して

いる．

なお，同一オイカワ内にあって乱 一方には形態的に正

常と考えられる肝吸虫metacercariaが存在し，他方には

運動が全く見られず，変性一死滅の肝吸虫metacercaria

が存在する場合もある．このような事実は，寄生虫側

にもその抵抗性に個体差があるとすることが妥当であろ

う．

3． オイカワから得た肝吸虫metacercariaの終宿主

への感染

感染後34 日および56 日目のオイカワからは，変性を

起している肝吸虫metacercariaと共に，形態的に成熟

と考えられたmetacercariaを得ることが出来たので，

これを家兎に試食せしめたところ成虫が得られた．投与

したmetacercariaに対して，成虫の回収率は24　％，　3

％　20％の値で低いといわざるを得ない．

このことは，形態的にみて成熟と考えられたmetacer－caria

が，実際には宿主からの防衛反応等のために何ら

かの作用を受け，その感染能力が低下していたのではな

いかと考えることも出来るが，実験数も少ないので推定

の域を脱することは出来ない．

肝吸虫cercariaが魚体に侵入し，成熟metacercaria

になるまでは，武藤（1920）によると，モツゴに感染せし

めた肝吸虫metacercariaは23 日以上を要し，それ以前

では家兎，モルモットに試食せしめても成虫にならない

とし，長野（1936）乱　モツゴに感染後23 日を経なけれ，

ば家兎に試食させても成虫にならないとしている．

オイカワにおいては，モツゴの場合と発育の程度が若

干異なるとしても，感染後30 口前後に感染可能の肝吸虫metacercaria

に発育することが考えられる．これと前後

して一部のmetacercariaは変性し始め，感染後100 囗前

後ではすべての肝吸虫metacercariaが変性一死滅する

訳で，したがってこの時期，すなわち感染後30 日ないし100

日の間であるならば，自然界にあってもオイカワ体

内の肝吸虫metacercariaのあるものは終宿主に感染可

（224 ）



能であるといえよう．

要　約

従来，オイカワが肝吸虫の自然第二中間宿主になり得

るかということは疑問とされていたので，肝吸虫cerca－ria

をオイカワに実験的に 感染せしめたところ，容易に

その体内に侵入し，被嚢を形成することが分った．

しかし，侵入後30 日以降，そのmetacercariaの内に

は変性一死滅に陥入るものがあり，　105日以後にしらべ

たオイカワからはことごとく変性したmetacercariaの

みが認められた．

すなわち，オイカワ体内に侵入した肝吸虫metacerca－ria

は，一旦は発育し始めるが，同時に宿主の防衛反応

の影響により変性一死滅するに至ると考えられる．この

ことは，オイカワが肝吸虫の第二中間宿主として必ずし

も適当ではないことを示す．

一方，対照として用いたモツゴからも，変性一死滅のmetacercaria

が少なからず見出されたことから，このよ

うな現象は他の第二中間宿主にあっても存在すると考え

られ，宿主の適，不適の程度は検出されたmetacercaria

総数に対する変性一死滅metacercaria数の比率が，こ

れを示唆するといえよう．

また，34日目，56日則こ検査したオイカワからは，正

常と判定されたmetacercariaが得られたので，これを

家兎に試食せしめ，4 ヵ月後に剖検して成虫を得た．

このことから，肝吸虫metacercariaが変性一死滅に

至る期間においてまでのものならば，終宿主へ感染可能

の時期が存在することが明らかとなった．

本研 究に当り， 実験材料の採集， 同定そ の他について

多 くの御助言を資 源科学研究所中村守純博士 に頂いた．

こ こに深 く感謝の意を表します．

また， 実験材料の採集に農林省淡水区水産研究所丸 山

為蔵， 江之 島水 族館広畸芳次， 埼玉県衛生研 究所 関口軍

治，秋田県 山本組合綜合病院高野喜正，石井惟弘 の各氏 に

多 大の御援助を頂い たこ とを附記して謝意 を表し ます．

本研究の要旨は第34 回日本寄生虫学 会大 会（1965 ）に

お いて発表した．
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THE　SECOND　INTERMEDIATE　HOST 　OFCLONO

尺CIIIS　SINENSIS

I．　EXPERIMENTAL　INFECTION　OF　ZACCO　PLATYPUSWITH　CLONORCHIS　CERCARIA

Noriji　SUZUKI　 ＆　Yosiiitaka　KOMIYA

の やの力回坩 ザ フ仙・x吋加logy，　Nt公衙・ぶInstill心of 　Health，　Tokyo ）

Z£wco　plaり少is　has　been　recorded　as　the　second　intermediate　host　of　Clonorchis　si。ど
，
川’5

’by　Muto　（1917）　and　few　others．　But　many　investigators　reported　that　this　fish　has　never　beenfound　naturally

harbored　CX。。orchis　metacercariae．　The　surveys　showed　that　no　Cyo 。orch八infection

was　found　in　the　same　fish　from　water　bodies　of　endemic　areas　of　clonorchiasis　where

tg 。jθ，・isboi・2　parva　and　Gnathop 。gon　elo。galus　were　infected　with　the　metacercariae．　Thepresent　work

　was　undertaken　to　determine　whether　this　fish　can　serve　as　the　second　intermediatehost　of　C

．　sinensis。

1）　The　resu】t　of　eχperimental　infection　of　Z．　μαり／pus　and　P・parv・2　with　C／回り7で／凾cercaria

showed　that　the　cercanae　could　invade　both　丘shes　and　encyst．　But　the　majority　of　themetacercariae　in　Z

．　タムzり芦x5　were　found　degenerated　for　a　period　of　35　to　105　days　afterinfection

．　In 　P．　pari！a　used　as　a　control　a　few　degenerated　metacercariae　were　also　found　128and　162　days　after　infection

．　The　cysts　of　such　metacercariae　decreased　in　size　and　were　irregularin　shape

．　Oral　sucker　and　acetabulum　became　disappeared　gradually．　Eχcretory　corpusclesdecreased　in　number

．　The　body　was　infiltrated　with　yellow－brown　pigments，　which　were　moreextensive　and　conspicuous　than　those

in　the　normal　mature　metacercaria。

2）　The　metacercariae　removed　from　Z．　μαりipus　34　and　56　days　after　infection　were　fedto　rabbits

and　some　adult　worms　were　found　in　them　4　months　after　feeding．　It　seems　that　someof　the　metacercariae　in　Z

・　
μαり芦IS　during　a　certain　period　after　its　exposure　to　cercariae　wouldbe　able　to　cause　infection　in　the　final　host

。

3）　From　these　results，　it　was　suggested　that　the　rate　of　the　survival　metacercariae　to　a111n　a　host　would　shov

゛　the　grade　of　the　suitability　as　host　and　that　Z　
μαりφxμ　was　moreunsuitable　host　for　C　sinensis

than　r　夕αrva。
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